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論　　文　　の　　要　　旨
　音声振動の変形を狭い時間巾（区間）に区切り。その各区間における波の振巾を数値化し、それ
を2進法記号に変換し、これを電気的パルスとして送信する、いわゆるPu1se　Code　Modu1ati㎝
（P　C　M）方式の通信は大きな特徴を持っ。それは原信号をひずみなく送信できる点にある。
　また里このパルス化した信号を記録すれば、極めて忠実里安定な音声の記録と保存が可能となる。
そして、これをレコード盤上に行えば現在のレコードの性能を遥かに越えるものが実現するであろう。
　所が里これを行なうには。盤上に非常な高密度を以て信号を記録する技術が必要となる。この技
術はすでに存在していた。それによると、まづ、レーザー光を信号で変調しておき。それを微小な
スポットにしぼって、高速で圓転するメッキされたガラス円板に照射する。そして金層膜に微小な
穴（ピット）の列を作る。この列の申に信号は入っており。再生は共じ条件の下でレーザー光で照
射して行われる。
　この技術は種々の困難のため広く実用に供されることはなかった。
　著者はこの技術の問題点を解決してP　C　M方式の録音里再生のためのハードウヱアーを作りあげ身
さらに里P　C　M方式のソフトウェアー部分ともいうべき低雑音記録方式を創出して。P　CM音響シ
ステムを完成した。その内容の概略は次の如くである。
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　まづ，信号の再生にあたり生ずる「再生波形のひづみ」の発生機構を解明してヨ最適の記録再生
のためのレーザー光照射条件を明らかにしている。
　次に、再生にあたり光学的ピックアップからの照射光がピットの列を誤りなく辿るための自動追
尾機構を改善し，盤の圓転により生ずる数百ミクロンに及ぶ「ピット列の横振れ」を検出し、これ
を補正してユミクロンの精度で追尾する装置を開発している。
　また，回転に伴い盤は上下にも数ミクロンの波打ちを示すが、再生照射光はピット上に正確に焦
点を結ばせる必要があり里そのためには光学的ピックアップと盤面との距離をユミクロンの精度で
一定に保つ必要がある。この自動焦点装置は独特の光学検知装置に連動する制御系を用い、軽い顕
微鏡対物レンズを電磁的な力で上下させることにより作られた。
　この二種類の自動制御装置は鋭敏なSerVO機構と精密な光学系の組合わせであるため皇外界の温
度変化により甚だしく影響される）llで日常的環境では使用に耐えない。著者は，温度変化による系
の誤差を自動的に補正する機構をも発明し里この困難を克服している。
　最後に問題となるのは、この研究のソフトウェアー部分である記録方式である。盤の表面の金属
膜には微小なキヅが無数にありヨこれにより信号の決落が生ずるが，他の種々の原因によっても，
決落が生じ里これらは甚しい雑音の原因となる。これを解決するためには一つの信号を，二つの場
所に記録し。その二つを照合して決落のないものを採用するなどの処置を構ずるのであるが、その
ためにはこの自動計算機構の作動を指示する記号を盤に記入しなければならぬ。この指示信号の内
容がレコード盤の書終的な性能を支配する。この内容を作成する基礎となるのは決落の大きさとそ
の分布の実体であるが。著者は独特の万法を考案して里これを測定し精密な分布曲線を作成し，そ
れにもとづいた確率計算によりヨ全く新らしい記録方式を完成し呈非常に低騒音の記録を実現した。
審　　査　　の　　要　　旨
　最新の技術の幾っかを総合して新しい装置を完成している。要素となった技術の不完全性や欠点．
の改良に際して、著者はつねに基礎的な研究によって対象の本質を捉え。その結果にもとづいて問
題を解決している。その遇程は研究遂行の模範例であるといえよう。
　再生波形のひずみの解析，レコード盤の波打ちやうねりの測定，信号欠落の特性解析などの基礎
的知見を探り，それに立脚して成功していることは著者が正統的研究法に熟達しておることを示し。
温度補償や低雑音記録方式の創案における着想の豊かさは，著者の研究能カヨ基礎学力、広範な知
見を立証している。
　研究の成果は里世界に魁けて実用的優秀機を開発した事実を以って高く評価されるものであるがヨ
その内容は各種高性能機器の結合であり、それらは自然科学における計測、観察に新らしい方法を
提供するものであって。広義の理学的成果である。そして今後の応用と発展が予想される。
　よって皇著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格があると認める。
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